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３月１日現在人口と世帯数
前月比合 計外国人

登　録
住　　民
基本台帳

９１減３７，６８４４３４３７，２５０男
人　

口
４１減３９，１９８５３３３８，６６５女

１３２減７６，８８２９６７７５，９１５計

６５減３８，２５３５３５３７，７１８世帯数

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。振り込め詐欺の電話が多くかかっています。ご注意ください外
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狛
江
の
魅
力
の
一
つ
に
新
鮮
な

野
菜
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年　

月
に
、
野
菜
の
素
材
を

１０

生
か
し
、
旬
の
野
菜
の
お
い
し
さ

を
存
分
に
味
わ
え
る
野
菜
丼
（
こ

ま
丼
）
を
考
案
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

販
売
を
開
始
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
松
午
前　

時

２６

１１

か
ら
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

※
４
月
か
ら
毎
月
第
２
火
曜
日
を

「
こ
ま
丼
」
デ
ー
と
し
て
、
販
売

す
る
予
定
で
す
。

〔
会
場
〕
市
役
所
食
堂

〔
販
売
数
・
価
格
〕
１
０
０
食
・

１
食
５
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
制
施
行　

周
４０

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
政
策
室
広
報
広
聴
担
当
）

4月10日㈰は
東京都知事選挙の

投票へ!

4月10日㈰は
東京都知事選挙の

投票へ!

4月10日㈰は
東京都知事選挙の

投票へ!

10面を
ご覧ください
10面を

ご覧ください

　

平
成　

年
度
は
、
新
基
本
構
想
で
掲
げ
た
「
私
た
ち
が
つ
く

２３

る
水
と
緑
の
ま
ち
」
の
実
現
へ
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を

具
体
的
に
前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
の
変

化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
て
い
く
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

２
月　

日
㈬
開
催
の
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
市
長
は
平

２３

成　

年
度
の
市
政
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
基
本
的
な
考
え
方
や

２３
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
財
政
課

　

平
成　

年
（
西
暦
２
０
１
１
年
）

２３

狛
江
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
当
た

り
、
平
成　

年
度
狛
江
市
一
般
会
計

２３

予
算
の
概
要
等
の
説
明
を
中
心
に
、

新
年
度
に
お
け
る
狛
江
市
の
市
政
運

営
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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３
月　

日
昭
午
前　

時
か
ら
、

３１

１０

国
の
緊
急
情
報
を
受
信
す
る
と
、

防
災
行
政
無
線
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
瞬
時
に
お
知
ら
せ
す
る
「
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

■
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は

　

大
き
な
地
震
の
発
生
や
弾
道
ミ

サ
イ
ル
の
発
射
な
ど
、
対
処
に
時

間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
情
報
を
、

消
防
庁
が
衛
星
通
信
を
使
用
し
て

配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

市
の
受
信
機
が
緊
急
情
報
を
受

信
す
る
と
、
防
災
行
政
無
線
を
自

動
的
に
起
動
さ
せ
、
屋
外
の
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
瞬
時
に
皆
さ
ん
に
注

意
を
呼
び
掛
け
る
放
送
を
行
い
ま

す
。

狛江市役所消防庁

緊急地震速報

瞬時かつ
全国一斉

武力攻撃

人工衛星

避
難
し
て

く
だ
さ
い ▽

弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
攻
撃
、

大
規
模
テ
ロ
、
そ
の
他
国
民
保
護

に
関
す
る
緊
急
情
報
の
と
き

　

建
物
の
中
に
避
難
し
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
か
ら
情
報
を
得
る
と
と

も
に
、
市
役
所
か
ら
の
情
報
な
ど

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
放
送
例
〕
サ
イ
レ
ン
の
後
「
ミ

サ
イ
ル
発
射
情
報
…
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

■
注
意
事
項

▽
緊
急
な
情
報
で
あ
る
た
め
、
時

間
帯
（
深
夜
、
早
朝
）
に
関
係
な

く
自
動
的
に
市
内
全
域
に
同
時
に

放
送
し
ま
す
。

▽
放
送
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
３

回
繰
り
返
し
放
送
し
ま
す
。

■
放
送
が
鳴
っ
た
ら

▽
緊
急
地
震
速
報
の
と
き

　

震
度
５
弱
以
上
の
地
震

が
来
る
数
秒
前
の
放
送
で

す
。
直
ち
に
机
の
下
に
隠

れ
る
な
ど
身
の
安
全
を
確

保
し
、
倒
れ
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

〔
放
送
例
〕
チ
ャ
イ
ム
音

の
後
「
大
地
震
が
来
ま
す

…
」

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
がが

ス
タ
ー
ト
し
ま

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
し
ま
すす

　

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
以
降
、

円
高
の
進
行
等
と
も
相
ま
っ
て
、
日

本
経
済
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
国
は　

年
度
の
補
正
予
算

２２

に
お
い
て
、
き
め
細
か
な
交
付
金
の

創
設
な
ど
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
景
気
回
復
の
軌
道
に
乗

る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

国
は
昨
年　

月
に
「
平
成　

年
度

１２

２３

地
方
財
政
対
策
」
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
新
年
度
の
地
方
税
、
地
方
交
付

税
お
よ
び
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
一

般
財
源
総
額
は
前
年
度
比
で
８
８
７

億
円
の
微
増
で
あ
り
、
交
付
団
体
ベ

ー
ス
で
は
前
年
度
比
１
８
７
億
円
の

増
で
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
費
の
増
加
や
高
齢
化
に
よ

る
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
、
実
質
的
に
は
歳
出
の
削

減
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、

３
歳
未
満
は
月
額
２
万
円
と
な
り
ま

す
が
、
地
方
負
担
は
そ
の
ま
ま
残
る

こ
と
と
な
り
、
全
国
市
長
会
な
ど
か

ら
批
判
や
不
満
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

一
括
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
段

階
と
し
て
都
道
府
県
分
を
対
象
に
実

施
さ
れ
ま
す
が
、
総
額
が
削
減
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
活
用
範
囲
が
狭

い
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
も
多
く
、
今

後
の
地
方
財
政
制
度
が
ど
う
な
る
の

か
は
依
然
不
透
明
な
ま
ま
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
住

民
に
直
接
関
わ
る
市
区
町
村
で
は
粛

々
と
そ
の
運
営
を
進
め
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
狛
江
市
で
は　
２２

年
度
に
お
い
て
、
創
業
支
援
資
金
融

資
制
度
、
小
口
零
細
企
業
事
業
資
金

融
資
制
度
の
創
設
や
緊
急
雇
用
事
業
、

平平成成２２３３年年度度
（２０１１年度（２０１１年度））
所 信 表所 信 表 明明

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
動
き

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
動
き
とと

狛
江
市
の
行
財
政
運

　
　
　
　

狛
江
市
の
行
財
政
運
営営
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住
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自
治
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ま
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づ
く
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２
面
へ
続

２
面
へ
続
くく

們們
市
制
施

市
制
施
行行周

年
記
念
事
業

　
　
　
　

周
年
記
念
事
業
們們

４０４０

矢野ゆたか市長　所信表明
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野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜
丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼丼（
こ
（
こ
まま
丼丼
））
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
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に
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次
に
、
平
成　

年
度
予
算
案
の
主

２３

な
事
業
、
新
年
度
に
予
定
し
て
い
る

主
な
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
法
改
正
へ
の
対
応
や

国
庫
交
付
金
等
の
財
源
確
保
に
留
意

し
な
が
ら
、
編
成
方
針
で
示
し
た
５

つ
の
柱
、
な
ら
び
に　

年
市
長
選
挙

２０

で
公
約
と
し
て
掲
げ
た
「
６
つ
の
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
実
現
を
軸
に
作
業
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
終
了
と
市
制
施
行　

周
年
を
契

４０

機
に
新
た
な
狛
江
づ
く
り
に
踏
み
出

し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
庁
内
議
論

や
実
践
を
踏
ま
え
、
市
政
や
ま
ち
づ

く
り
を
新
た
な
高
い
段
階
に
止
揚
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、　

年
度
の
狛
江
市
の

２３

取
り
組
み
を
、
予
算
編
成
方
針
に
沿

っ
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 　

ま
ず
新
年
度
は
、
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
最
優
先
課
題
に
位
置
付
け
ま

す
。
社
会
状
況
が
混
迷
し
、
生
命
や

財
産
、
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
実

感
が
強
ま
っ
て
お
り
、
市
の
市
民
意

識
調
査
で
も
、
防
災
や
防
犯
な
ど
街

の
安
全
に
対
す
る
市
民
要
望
は
常
に

ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
幸
い
、

狛
江
市
に
お
い
て
は
地
域
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
や
学
校
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
が
全
市
的
に
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
安
全
度
が
急
速

「「
東
京
一
安
全
な
都
市

東
京
一
安
全
な
都
市
倆倆
狛
江
狛
江
」」

の
実
現
へ
、
そ
の
第
一
歩

の
実
現
へ
、
そ
の
第
一
歩
をを

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
犯
罪

発
生
件
数
は
、
東
京　

市　

区
の
う

２６

２３

ち
少
な
い
方
か
ら
３
番
目
、
火
災
は

４
番
目
、
そ
し
て
交
通
人
身
事
故
は

最
も
少
な
か
っ
た
の
が
、
私
た
ち
の

狛
江
市
で
し
た
。
関
係
機
関
の
ご
努

力
と
市
民
ぐ
る
み
の
活
動
が
つ
く
り

だ
し
た
到
達
点
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、

市
と
し
て
は
こ
れ
を
継
続
し
さ
ら
に

前
進
し
よ
う
と
、「
東
京
一
安
全
な
都

市
倆
狛
江
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
警
察
署
、

消
防
署
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
７
万
７
埀
０
０
０
市
民
の
総
力

を
挙
げ
て
こ
そ
接
近
し
う
る
目
標
で
、

新
年
度
に
お
い
て
そ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
全
体
の
旗
印
と
な
る
「（
仮

称
）
安
心
安
全
確
保
の
た
め
の
基
本

条
例
」
策
定
の
準
備
に
入
り
ま
す
。

防
災
・
防
犯
だ
け
で
な
く
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
危
機
管
理
も

含
め
た
総
合
的
な
条
例
を
想
定
し
て

い
ま
す
が
、
新
年
度
は
対
象
や
理
念
、

仕
組
み
や
責
務
・
役
割
な
ど
、
そ
の

大
枠
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
安
心
安

全
基
本
条
例
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

調
査
や
研
究
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
防
災
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
学

校
施
設
の
耐
震
化
に
取
り
組
み
、　
２１

年
度
か
ら
は
公
立
保
育
園
の
耐
震
化

に
も
入
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
、

災
害
対
策
本
部
と
な
る
市
庁
舎
の
耐

震
改
修
と
増
築
に
よ
る
防
災
セ
ン
タ

ー
建
設
の
実
施
設
計
予
算
も
計
上
し

て
い
ま
す
。
地
域
に
お
い
て
は
避
難

所
運
営
協
議
会
を
順
次
立
ち
上
げ
て

ま
い
り
ま
す
が
、
そ
の
条
件
整
備
と

し
て
避
難
所
特
設
電
話
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
和
泉
多

摩
川
駅
そ
ば
に
水
防
倉
庫
を
新
設
す

る
と
と
も
に
、
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ

ー
改
修
の
実
施
設
計
、
開
設
後　

年
１６

目
を
迎
え
る
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

の
プ
ー
ル
配
管
等
改
修
も
行
い
ま
す
。

　

防
犯
面
で
は
、
調
布
地
区
防
犯
協

会
へ
の
補
助
金
を
増
額
し
、
市
内
の

啓
発
活
動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
今

年
度
設
定
し
た
防
犯
モ
デ
ル
地
区
に

は
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
集
中
的
に
進

め
る
な
ど
、
環
境
整
備
を
促
進
し
ま

す
。

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、
新
た
に
交

通
安
全
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

調
布
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
４
号

線
道
路
築
造
、
同
じ
く
３
・
４
・　
１６

号
線
七
差
路
整
備
を
着
実
に
進
め
、

早
期
の
完
成
を
図
り
ま
す
。
現
在
継

続
中
の
市
道　

号
線
（
緑
野
小
前
）、

３２

市
道　

号
線
（
狛
江
団
地
西
側
）
の

３４

整
備
を
進
め
、
歩
道
の
確
保
な
ど
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

年
度
、
大
き
く
前
進
し
た
駅
前

２２
の
放
置
自
転
車
対
策
は
、
引
き
続
き

取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
と
し
、
新

た
な
駐
輪
施
設
の
確
保
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
手
薄
だ
っ
た
喜
多
見
駅
、

和
泉
多
摩
川
駅
で
の
放
置
自
転
車
監

視
・
撤
去
を
強
化
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
保
育
園
仮
園
舎
建
設
に
伴
い
、

現
行
の
自
転
車
返
還
場
所
を
旧
七
小

跡
地
に
移
転
し
整
備
を
し
て
い
き
ま

す
。

 　
「
子
育
て
一
番
の
ま
ち
」を
目
指
す

子
育
て
の
た
め
の
環
境
整
備

子
育
て
の
た
め
の
環
境
整
備
とと

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
へへ

取
り
組
み
と
し
て
、
新
年
度
は
施
設

面
で
の
整
備
に
力
点
を
置
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
東
京
都
が
創
設
し
た
補
助
制

度
を
活
用
し
、
学
校
の
普
通
教
室
に

ク
ー
ラ
ー
を
２
年
間
で
設
置
し
ま
す
。

　

年
度
に
は
す
で
に
設
置
済
み
の
三

２３中
を
除
く
小
・
中
全
校
の
設
計
を
完

了
す
る
と
と
も
に
、
一
小
、
一
中
、

二
中
に
つ
い
て
は
取
り
付
け
工
事
も

本
年
中
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
の
耐
震
工
事
も
最
終
局
面
を

迎
え
、
新
年
度
は
三
・
四
中
校
舎
耐

震
補
強
工
事
設
計
、
三
・
四
中
体
育

館
耐
震
補
強
工
事
、
そ
し
て　

年
度

２４

に
は
全
学
校
施
設
の
耐
震
化
が
終
わ

る
予
定
で
す
。
そ
の
他
、
二
中
体
育

館
等
改
築
や
六
小
校
舎
外
壁
改
修
、

一
中
校
舎
屋
上
防
水
工
事
を
実
施
、

ま
た
、
旧
七
小
跡
地
に
建
設
す
る
給

食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
準
備
委
員
会
立

ち
上
げ
や
基
本
設
計
も
予
算
化
い
た

し
ま
し
た
。

　

保
育
園
施
設
も
、　

年
度
か
ら
耐

２１

震
化
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、　

年
度

２３

は
藤
塚
保
育
園
改
修
工
事
、
駒
井
保

育
園
改
築
工
事
実
施
設
計
、
駄
倉
保

育
園
耐
震
・
増
築
工
事
基
本
設
計
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
保
育
園

改
修
・
改
築
を
行
う
た
め
の
仮
園
舎

は
、
今
年
度
内
に
狛
江
駅
南
口
地
先

に
建
設
い
た
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
は

０
・
１
歳
児
を
対
象
に
新
た
な
一
時

保
育
を
開
始
し
ま
す
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
関
係
で
は
、（
仮
称
）

駒
井
（
旧
猪
方
前
原
）
学
童
保
育
所

の
移
転
・
新
築
工
事
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
上
和
泉
学
童
保
育
所
改
修

工
事
の
実
施
設
計
費
も
計
上
し
ま
し

た
。
現
在
、
和
泉
小
学
生
ク
ラ
ブ
の

入
所
申
請
が
慢
性
的
に
大
幅
超
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
泉
小
学
校
内

に
放
課
後
ク
ラ
ブ
を
開
設
し　

年
度

２４

か
ら
の
受
け
入
れ
体
制
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

な
お
、
待
機
児
対
策
の
一
環
と
し

て
、
仮
園
舎
隣
接
地
へ
新
た
に
認
可

保
育
園
を
誘
致
す
る
た
め
、
新
設
保

育
園
運
営
法
人
選
定
委
員
会
を
設
置

い
た
し
ま
す
。
ま
た
家
庭
福
祉
員
確

保
の
た
め
に
、
施
設
の
運
営
費
補
助

拡
充
、
家
庭
福
祉
員
養
成
講
習
委
託

事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
を
支
援
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
に
、
新
年
度

中
に
子
育
て
専
用
サ
イ
ト
を
立
ち
上

げ
る
と
と
も
に
、
新
規
に
、
子
育
て

事
業
「
む
い
か
ら
で
遊
ぼ
う
」、
妊
産

婦
か
ら
を
対
象
と
し
た
心
理
相
談

「
マ
マ
の
気
持
ち
」
事
業
を
そ
れ
ぞ

れ
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
向
上
を
目
指
し
て
、

新
し
く
小
学
校
に
音
楽
授
業
講
師
を

配
置
し
、
低
学
年
教
員
の
負
担
を
軽

減
す
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る

「
音
楽
の
街
」
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
に
資
す
る
た
め
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
等
支
援
、

五
小
に
お
け
る
関
係
備
品
の
整
備
を

行
う
ほ
か
、
学
校
図
書
館
の
蔵
書
冊

数
の
増
加
、
司
書
研
修
の
充
実
、
新

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
柔
道
用
の

畳
を
各
中
学
校
に
整
備
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
対
策
を
強
化
す

る
た
め
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
派
遣
日
数
を
増
や
し
、
新
た

に
ひ
き
こ
も
り
対
策
と
し
て
の
居
場

所
づ
く
り
へ
の
支
援
を
始
め
ま
す
。

　

な
お
、
以
前
中
学
生
会
議
な
ど
で

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
要
望
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
青
少
年
委
員
の
協
力

の
も
と
、
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
で
中
高

生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

 　

予
算
編
成
方
針
に
お
い
て
、
持
続

安
心
の
地
域
社
会
構
築

安
心
の
地
域
社
会
構
築
へへ

　

そ
れ
で
は
、
新
年
度
予
算
案
の
概

要
に
つ
い
て
、
数
字
は
概
算
と
な
り

ま
す
が
、
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は

４
０
６
億
１
埀
５
０
０
万
円
、
６
・

４
％
の
増
で
、
そ
の
う
ち
一
般
会
計

予
算
は
、
２
５
２
億
３
埀
６
０
０
万

円
、
前
年
度
比　

億
９
埀
０
０
０
万

１７

円
で
７
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
市
税
が

当
初
予
算
比
で
大
幅
な
減
額
で
す
が
、

　

年
度
予
算
現
額
と
の
比
較
で
は
増

２２額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
譲
与
税

は
減
額
で
す
が
、
利
子
割
交
付
金
な

ど
の
税
連
動
交
付
金
は
そ
れ
ぞ
れ
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は

　

億
６
埀
０
０
０
万
円
、
前
年
度
比

１６
　

・
６
％
の
増
を
見
込
ん
で
お
り
ま

５９す
。
国
庫
支
出
金
５
億
８
０
０
万
円

の
増
額
は
、
子
ど
も
手
当
負
担
金
や

道
路
事
業
に
伴
う
補
助
金
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
都
支
出
金
２
億
８
埀

８
０
０
万
円
の
増
額
は
主
に
緊
急
雇

用
創
出
事
業
補
助
金
に
よ
る
も
の
で

す
。
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金
は
元
和

泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地
取
得
に
公
共

施
設
整
備
基
金
を
活
用
す
る
た
め
増

額
い
た
し
ま
し
た
。
市
債
５
億
９
０

０
万
円
の
増
額
は
、民
生
債
２
億
６
埀

０
０
０
万
円
、
教
育
債
１
億
８
埀
０

０
０
万
円
、
土
木
債
１
億
４
埀
６
０

０
万
円
の
増
を
主
な
要
因
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、議
会
費
が　
・
３８

２
％
の
増
で
す
が
、
議
員
年
金
制
度

廃
止
に
伴
う
公
費
負
担
に
よ
る
も
の

で
す
。
民
生
費
は
９
・
５
％
の
増
で

す
が
、
子
ど
も
手
当
の
通
年
化
や
拡

充
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
や
生
活
保
護
費
の
増
額
が
主

な
要
因
で
す
。
衛
生
費
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
清
掃
施
設
整
備
基
金
の
増

額
が
あ
り
ま
す
が
、
多
摩
川
衛
生
組

合
負
担
金
の
減
額
で
差
し
引
き
２
・

１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
商
工

費
に
つ
い
て
は
、
市
制
施
行　

周
年

４０

事
業
「
音
楽
と
花
火
の
祭
典
」
の
終

了
で　

・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

２０

土
木
費
は
、
市
道　

号
線
や
市
道　

３２

３４

号
線
の
整
備
事
業
増
額
な
ど
に
よ
り

　

・
４
％
、
教
育
費
は
元
和
泉
テ
ニ

１５ス
コ
ー
ト
用
地
取
得
な
ど
の
た
め

市
内
共
通
商
品
券
な
ど
緊
急
経
済
対

策
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、　

年
２３

度
も
効
果
等
に
留
意
し
な
が
ら
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
安
全
の
確
保
」「
子

育
て
支
援
」「
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
支
援
」「
狛
江
ら
し
さ
を
発

揮
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
を
地

域
戦
略
と
し
て
、
そ
の
実
現
に 
邁  
進 

ま
い 
し
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
狛
江
市
は
、
事
業
債
の

発
行
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
学
校
普

通
教
室
へ
の
空
調
設
置
、
用
地
取
得

な
ど
は
、
こ
の
時
期
、
集
中
的
か
つ

早
期
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、

事
業
債
の
発
行
増
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
前
期
基
本
計
画
の
５
年

間
に
限
定
し
た
判
断
で
、
長
期
的
な

ス
パ
ン
に
お
い
て
は
事
業
債
発
行
抑

制
を
継
続
す
る
も
の
で
す
。
財
政
運

営
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
な
が
ら
、
将

来
の
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
の
変
化
、

新
し
い
課
題
に
応
え
て
い
く
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
を
支
え
得
る
財
政
基
盤

強
化
の
た
め
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
進
め
ま
す
。

　

・
７
％
の
、
い
ず
れ
も
増
と
な
っ

１９て
い
ま
す
。
公
債
費
は
０
・
７
％
の

増
、
諸
支
出
金
は
減
債
基
金
積
立
金

の
減
額
に
よ
り　

・
３
％
の
減
で
ご

９９

ざ
い
ま
す
。

平平
成成　

年年
度度

２２３３一
般
会
計
予
算
案
等
の
概

　
　

一
般
会
計
予
算
案
等
の
概
要要

平
成

年
度
予
算
案
の
主
な
事
業

平
成　

年
度
予
算
案
の
主
な
事
業
、、

２３２３

新
年
度
に
取
り
組
む
主
な
施
策

新
年
度
に
取
り
組
む
主
な
施
策
等等

に
つ
い

に
つ
い
てて
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可
能
な
高
齢
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
確

立
や
、
障
が
い
者
の
自
立
と
参
加
を

促
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

定
着
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た

が
、
そ
の
た
め
に
狛
江
市
福
祉
基
本

条
例
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
現
行
基
本
条
例
の
課
題
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
に
お
い

て
は
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
取
り
組
み

と
し
て
、
公
共
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
を
改
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

の
全
体
プ
ラ
ン
策
定
と
モ
デ
ル
地
区

設
定
、
高
齢
者
虐
待
防
止
の
た
め
の

緊
急
対
応
シ
ェ
ル
タ
ー
確
保
、
高
齢

者
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

利
用
料
の
口
座
振
替
開
始
、
健
康
増

進
室
の
月
曜
開
室
に
よ
る
回
数
増
も

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
２
月
か
ら
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
対
す
る
助
成
を
始
め
ま
し
た

が
、
新
年
度
よ
り
小
児
用
肺
炎
球
菌
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
も
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
で
要

望
の
強
か
っ
た
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
す

べ
て
に
対
す
る
助
成
制
度
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
集
団
が
ん
検

診
の
日
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
収

支
改
善
を
図
る
た
め
税
の
見
直
し
を

図
り
ま
す
。
軽
減
割
合
の
拡
大
に
よ

り
低
所
得
者
世
帯
に
は
減
額
と
な
り

ま
す
が
、
中
間
層
以
上
が
負
担
増
と

な
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
２

億
５
埀
０
０
０
万
円
増
額
し
、
そ
の

負
担
増
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

就
職
活
動
へ
の
支
援
事
業
と
し
て
、

国
・
都
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
へ
対
応
す
る

た
め
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
１
回
か

ら
４
回
に
増
や
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
不
況
対
策
と
し
て
現
在

実
施
中
の
「
わ
く
わ
く
商
品
券
」
発

行
事
業
に
次
い
で
、
昨
年
度
好
評
だ

っ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
改

修
資
金
助
成
を
新
年
度
に
お
い
て
も

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 　
　

年
度
は
市
制
施
行　

周
年
記
念

２２

４０

事
業
を
軸
に
、
各
地
域
、
各
分
野
で

市
民
が
主
役
と
な
り
な
が
ら
、
多
彩

な
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
新
年

度
は
こ
の
成
功
を
踏
ま
え
、
新
た
な

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
音
楽
の
街
倆
狛
江
」
は
構
想
に
沿

っ
て
５
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
具
体
化

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
は
国

際
交
流
協
会
と
の
連
携
に
よ
る「（
仮

称
）
国
際
交
流
夢
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

開
催
な
ど
、
着
実
な
前
進
を
図
り
ま

す
。

　
「
絵
手
紙
発
祥
の
地
」の
取
り
組
み

は
、
絵
手
紙
掲
示
板
の
増
設
や
絵
手

紙
包
装
紙
の
作
成
な
ど
を
通
じ
て
、

そ
の
定
着
に
力
を
入
れ
ま
す
。
ま
た

「
こ
ま
え
応
援
寄
附
金
」
制
度
は
、

全
国
の
絵
手
紙
愛
好
者
の
支
援
を
仰

げ
る
よ
う
、「
絵
手
紙
発
祥
の
地
」
の

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
も
の
を
加

え
る
な
ど
、
制
度
改
善
を
検
討
い
た

し
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
こ
う
し
た

絵
手
紙
な
ど
市
外
か
ら
の
吸
引
力
を

持
つ
事
業
を
、
観
光
行
政
と
し
て
取

り
込
め
ら
れ
る
よ
う
、
狛
江
市
観
光

協
会
の
基
盤
を
強
化
す
べ
く
、
新
年

度
か
ら
そ
の
議
論
を
関
係
者
と
と
も

に
行
い
、
新
た
な
可
能
性
に
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
空
き
店
舗
実
態
調
査

市
民
の
知
恵
と
力
を
生
か

市
民
の
知
恵
と
力
を
生
か
しし

狛
江
ら
し
さ
の
創
造

　
　
　

狛
江
ら
し
さ
の
創
造
をを

や
「
新
・
元
気
を
出
せ
商
店
街
！
」

事
業
の
継
続
、
都
市
農
業
経
営
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事
業
費
補
助
金
創
設
な
ど

産
業
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
公
民

協
働
に
よ
る
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

の
再
作
成
、
消
費
者
相
談
の
時
間
増
、

市
民
保
養
施
設
利
用
制
度
の
方
式
改

善
、
住
宅
改
修
資
金
助
成
な
ど
、
消

費
生
活
向
上
に
も
配
慮
し
て
お
り
ま

す
。

　

狛
江
市
第
４
次
行
財
政
改
革
で
は
、

「
環
境
へ
の
配
慮
」
を
柱
の
一
つ
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
環

境
基
本
計
画
改
定
の
た
め
の
委
員
会

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

の
環
境
設
備
設
置
指
針
を
作
成
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
強
化
策
と
し
て「
濡
れ
古
布
」

に
つ
い
て
資
源
化
を
図
り
ま
す
。
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
今
回
補
正

予
算
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
設
置
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
が
、
防
犯
対
策
と
し

て
も
効
果
的
で
あ
り
、
今
後
と
も
継

続
す
る
所
存
で
す
。
自
然
環
境
を
保

全
す
る
た
め
に
、
緑
の
実
態
調
査
の

実
施
、
清
水
川
緑
道
の
整
備
な
ど
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、

路
上
喫
煙
禁
止
条
例
制
定
に
向
け
た

策
定
委
員
会
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
平
成　

年
開
催
の
「
東
京
多

２５

摩
国
体
」
に
向
け
て
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
や
産
業
・
観
光
へ
の
波
及

効
果
を
つ
く
り
だ
す
上
で
、
創
意
工

夫
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
体
実

行
委
員
会
で
の
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
促
し
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育

成
支
援
な
ど
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
一
部
借
地
だ
っ
た
元
和
泉
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
用
地
に
つ
い
て
は
、
取

得
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
む
い
か
ら
民
家
園
茅
葺

屋
根
等
の
修
繕
を
実
施
し
、
市
民
の

憩
い
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
一
層

　

体
育
館
が
な
か
っ
た
頃

　

戦
後
の
狛
江
村
で
は
、
戦
災
を
受

け
た
国
民
学
校
（
小
学
校
）
の
復
興

と
、
新
た
に
出
来
た
中
学
校
の
建
設

の
た
め
、
ま
た
、
昭
和　

年
代
に
入

３０

る
と
児
童
・
生
徒
の
増
加
の
た
め
教

室
の
増
設
に
追
わ
れ
、
体
育
館
を
建

て
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
当
時
は
、
ど
こ
の
小

学
校
や
中
学
校
に
行
っ
て
も
体
育
館

が
あ
る
と
こ
ろ
は
少
な
か
っ
た
し
、

な
い
の
が
あ
た
り
ま
え
と
い
う 
風 ふう

 
潮 
で
も
あ
っ
た
。

ち
ょ
う

　

そ
の
た
め
、
ど
こ
の
学
校
に
も
ぶ

ち
抜
き
教
室
と
い
っ
て
三
つ
か
四
つ

の
教
室
の
間
を
板
戸
で
仕
切
り
、
儀

式
や
学
芸
会
の
時
に
は
そ
の
仕
切
り

を
取
り
払
っ
て
、
そ
れ
ら
の
教
室
を

つ
な
げ
て
使
う
教
室
が
あ
っ
た
。

　

何
し
ろ
三
つ
も
四
つ
も
教
室
を
つ

な
げ
る
の
だ
か
ら
幅
が
狭
い
の
に
、

奥
行
き
は
長
い
。
そ
の
う
え 
天  
井 
が

て
ん 
じ
ょ
う

低
い
か
ら
音
響
効
果
は
悪
い
し
、
最

後
部
に 
座 
る
と
、
小
さ
な
舞
台
が
な

す
わ

お
小
さ
く
、
は
る
か
彼
方
に
見
え
て

く
る
。
し
か
も
ど
ん
な
に
詰
め
込
ん

で
も
三
百
人
か
四
教
室
あ
っ
て
も
四

百
人
以
上
は
入
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
入
学
式
、
卒
業
式
と
い
っ

て
も
新
入
生
や
卒
業
生
と
保
護
者
の

ほ
か
、
在
校
生
は
児
童
・
生
徒
数
が

増
え
る
に
つ
れ
て
代
表
学
年
し
か
参

加
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

学
芸
会
や
文
化
祭
の
と
き
は
舞
台

を
つ
く
る
の
で
さ
ら
に
狭
く
な
っ
た

し
、
ま
た
、
舞
台
づ
く
り
が
大
変
だ

っ
た
。
年
度
、
校
種
に
よ
っ
て
も
異

な
る
が
、
児
童
・
生
徒
用
の
机
を
並

べ
、
そ
の
上
に
板
や
教
壇
を
置
き
、

さ
ら
に
そ
れ
に
照
明
設
備
や
拡
声
装

置
を
取
り
付
け
る
。
そ
の
た
め
配
電

盤
か
ら
ゴ
ム
製
の
太
い
コ
ー
ド
で
主

電
源
を
取
り
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
分

け
て
床
や
天
井
に
ソ
ケ
ッ
ト
を
取
り

付
け
て
舞
台
を
明
る
く
し
た
り
、
天

井
か
ら
何
本
か
の
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
を

ぶ
ら
下
げ
る
。
天
井
へ
の
取
り
付
け

は
常
に
上
を
向
い
て
の
作
業
だ
か
ら

た
い
へ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
担

当
の
教
員
は
夜
遅
く
ま
で
か
か
っ
た
。

ま
た
、
舞
台
の
前
後
に
ワ
イ
ヤ
ー
を

張
っ
て
、 
緞  
帳 
や
暗
幕
な
ど
を
つ
け

ど
ん 
ち
ょ
う

る
の
も
教
員
の
仕
事
で
あ
る
。

　

演
技
す
る
立
場
に
な
る
と
、
舞
台

を
高
く
す
る
か
ら
そ
れ
だ
け
天
井
が

低
く
な
り
、
な
ん
と
な
く
重
苦
し
い

感
じ
を
受
け
る
。

　

椅
子
は
教
室
で
使
っ
て
い
る
自
分

の
も
の
を
持
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
、

式
場
や
会
場
が
で
き
る
と
教
室
に
は

椅
子
は
な
い
。
仕
方
が
な
い
か
ら
、

床
に
座
っ
て
先
生
の
話
を
聞
く
。

　

体
育
館
が
な
い
か
ら
体
操
も
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

も
屋
外
の
競
技
だ
っ
た
。
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
で
さ
え
北
風
が
強
く
吹
く
中
で

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
練
習
し
た
。
だ
か

ら
一
瞬
の
強
風
で
ボ
ー
ル
や
ハ
ネ
が

飛
ば
さ
れ
て
も
、
ラ
イ
ン
の
中
に
入

ら
な
け
れ
ば
ア
ウ
ト
で
あ
る
。

　

そ
の
か
わ
り
照
明
が
な
い
か
ら
日

が
暮
れ
れ
ば
終
わ
り
で
あ
る
。「
も
う

終
わ
り
に
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
な

く
て
も
皆
帰
っ
て
い
っ
た
。

　

困
っ
た
の
は
体
育
の
授
業
で
あ
る
。

雨
が
降
る
と
校
庭
が
使
え
な
い
の
で

教
室
の
授
業
に
な
る
。
児
童
・
生
徒

だ
っ
て
の
び
の
び
と
身
体
を
動
か
し

た
い
か
ら
、
体
育
の
あ
る
日
は
朝
起

き
る
と
天
気
が
気
に
な
っ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　２０５　－

の
活
用
を
期
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
広
報
や
図
書
館
で
収
集
し
た
写
真

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
り
、
過
去

の
狛
江
の
様
子
を
保
存
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
に
向
け
て
計

画
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 　

平
成　

年
の
「
狛
江
市
の
市
民
参

１５

加
と
市
民
協
働
の
推
進
に
関
す
る
基

本
条
例
」
施
行
以
来
、
狛
江
の
参
加

と
協
働
が
飛
躍
的
に
前
進
し
、
市
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
発

展
す
る
一
方
で
、
新
た
な
課
題
が
生

ま
れ
る
と
と
も
に
、
第
４
次
行
財
政

改
革
大
綱
の
基
本
施
策
で
は
、
情
報

の
共
有
と
協
創
関
係
づ
く
り
を
掲
げ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
新
年

度
は
参
加
と
協
働
の
基
本
条
例
を
見

直
し
、
制
度
の
在
り
方
や
市
民
と
の

議
論
の
場
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

情
報
共
有

情
報
共
有
とと

協
創
に
向
け
た
一
歩

　
　
　

協
創
に
向
け
た
一
歩
をを

市
政
情
報
ル
ー
ム
の
整
備
な
ど
情
報

共
有
の
条
件
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
狛
江
駅
前
三
角
地
に
、
市
民
の
活

動
拠
点
と
な
る
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
建
設
の
た
め
の
基
本
設
計
費
を

計
上
す
る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
に

必
要
な
成
果
指
標
を
確
認
す
る
た
め

の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

清
水
川
跡
地
の
緑
道
化
に
当
た
っ

て
は
、
計
画
段
階
か
ら
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
住
民
の
声
が

反
映
し
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
協
働
の
形
と
し
て
緑

の
実
態
調
査
を
大
学
と
市
民
と
の
協

働
で
実
施
す
る
な
ど
、
協
創
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
昨
年
、
多
摩
川
河
川
敷
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
問
題
を
中
心
に
市
民
討
議

会
が
行
わ
れ
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
度
、
多
摩
川
河
川
敷
に
関
わ
る

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
庁
内
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
早
い
時

期
に
そ
の
解
決
の
方
向
性
を
明
ら
か

に
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
所
信
表
明
で
は
、
新
基

本
構
想
、
前
期
基
本
計
画
な
ど
が
動

き
出
す
一
つ
の
画
期
で
あ
る
と
申
し

上
げ
ま
し
た
。
新
年
度
は
そ
れ
を
一

つ
ず
つ
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
外
に
あ
っ
て
は
、
先

行
き
の
ま
っ
た
く
見
え
な
い
政
治
・

経
済
動
向
の
も
と
で
、
内
に
あ
っ
て

は
、
職
員
４
６
７
人
体
制
の
も
と
厳

し
い
市
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
中
で
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

し
て
の
新
た
な
挑
戦
は
決
し
て
容
易

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
発
展
段
階
に
お
い
て
必
ず
険
し

い
壁
に
直
面
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
市
民
と
の
協
働
で
創
り
上

げ
て
き
た
成
果
に
確
信
を
持
ち
、
自

立
し
た
魅
力
あ
る
狛
江
を
築
き
、
住

民
自
治
の
ま
ち
へ
と
着
実
に
接
近
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
議
論
を
深
め
ら
れ
、「
参
加

と
協
働
で
つ
く
る
自
治
の
ま
ち
」「
水

と
緑
を
活
か
し
た
生
活
環
境
」「
活
気

と
優
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
」

と
い
う
共
通
の
目
標
実
現
に
向
け
て
、

と
も
に
歩
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
所
信

表
明
と
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
目
指
す
べ
き
方

今
後
、
目
指
す
べ
き
方
向向
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広報こまえ　平成 ⚒⚓ 年（⚒⚐⚑⚑ 年）⚓ 月 ⚑⚕ 日　迦

●安全なまちづくりに向けた取り組みの一層の強化
　震災対策として公共施設耐震化の着実な遂行をはじめ、関係機関と

の連携を密にしながら、犯罪や交通事故、火災の発生をさらに抑制す

るために必要な手立てを講じる。今後、防犯モデル地区の設定など、

集中的な取り組みを進め、東京で最も安全な都市となることを目指し

ていく。

●子育てのための環境整備と特色ある学校づくりへ
　待機児解消、虐待防止など子育てに関する喫緊の課題にしっかりと

対応する。また、子どもを見守る地域の絆が弱まっていることから、

情報提供、支援体制の整備、ネットワークづくりなど、良好な子育て

環境の形成に努める。学校教育においては、特色ある学校づくりをさ

らに進め、子どもたちの個性や意欲を引き出せるよう条件整備を図る。

●安心の地域社会構築へ
　超高齢社会が進展する中、持続可能な高齢者福祉システムを確立す

るとともに、活気ある狛江の高齢社会を築く力として、高齢世代の意

欲や経験を生かしたまちづくりを推進する。

　障がい者の自立と参加を促し、まちづくりにおいてバリアフリーの

促進、ユニバーサルデザインの定着を目指す。また、景気や雇用の状

態を見極めながら、市として可能かつ効果的な対策の実施に努める。

●市民の知恵と力を生かし狛江らしさの創造を
　魅力あるまちづくりに向けて、市民の力を生かしながら、各分野で

創意を発揮していく。とりわけ、緑の保全をはじめとする環境への配

慮、市民文化を軸とした活気あるまちづくり、国体準備を通じたスポ

ーツ振興や商業育成など、当面する課題を｢狛江らしさ｣づくりにどう

直結させるのか、主体的な問題意識をもって事業化を図るものとする。

●情報共有と協創に向けた一歩を
　第⚔次行財政改革大綱の基本施策では、情報の共有と協創関係づく

りを掲げたが、これは今後の市政の方向を示す重要な課題である。新

年度においては、必要な制度等の見直しや市民との議論の場づくりな

どを行い、共有と協創の第一歩を踏み出すこととする。

当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案がががががががががががががががががががががまままままままままままままままままままままとととととととととととととととととととととまままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししし当初予算案がまとまりましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
　平成⚒⚓年度当初予算案がまとまりました。予算規模は、一般
会計の予算額で見ると、⚒⚕⚒億⚓，⚖⚐⚐万円で前年度比⚑⚗億⚙，⚐⚐⚐
万円（⚗．⚖％）の増額となっています。
　また、⚕つの特別会計の予算総額は、⚑⚕⚓億⚗，⚙⚒⚕万⚑，⚐⚐⚐円
で、前年度比⚖億⚔，⚔⚘⚑万⚙，⚐⚐⚐円（⚔．⚔％）の増額となってい
ます。なお、老人保健医療特別会計は平成⚒⚒年度をもって廃止

となります。
　平成⚒⚓年度の予算については、予算編成方針で示された⚕つ
の事項を重点として予算編成を行ってきました。
　この予算案は、現在開会中の平成⚒⚓年狛江市議会第⚑回定例
会で審議されています。
〔問い合わせ〕財政課

（単位：千円）

対前年度比較
平成⚒⚒年度平成⚒⚓年度

　　　　　年度

区分　　　　 増減率増減額

⚗．⚖%⚑⚗億⚙，⚐⚐⚐万⚒⚓⚔億⚔，⚖⚐⚐万⚒⚕⚒億⚓，⚖⚐⚐万一 般 会 計

⚔．⚔%⚖億⚔，⚔⚘⚑万⚙⚑⚔⚗億⚓，⚔⚔⚓万⚒⚑⚕⚓億⚗，⚙⚒⚕万⚑特 別 会 計

⚓．⚗%⚒億⚗，⚙⚓⚓万⚓⚗⚔億⚕，⚗⚔⚕万⚑⚗⚗億⚓，⚖⚗⚘万⚔国民健康保険

皆減△⚒⚓⚐万⚙⚒⚓⚐万⚙－老人保健医療

⚔．⚙%⚖，⚘⚗⚖万⚒⚑⚔億⚔⚖⚗万⚓⚑⚔億⚗，⚓⚔⚓万⚕後期高齢者医療

⚕．⚓%⚒億⚕⚔⚐万⚕⚓⚘億⚖，⚓⚔⚑万⚑⚔⚐億⚖，⚘⚘⚑万⚖介 護 保 険

⚔．⚘%⚙，⚓⚔⚖万⚔⚑⚙億⚔，⚑⚐⚑万⚘⚒⚐億⚓，⚔⚔⚘万⚒公 共 下 水 道

⚐．⚓%⚑⚖万⚔⚖，⚕⚕⚗万⚖，⚕⚗⚓万⚔駐 車 場 事 業

⚖．⚔%⚒⚔億⚓，⚔⚘⚑万⚙⚓⚘⚑億⚘，⚐⚔⚓万⚒⚔⚐⚖億⚑，⚕⚒⚕万⚑総 額

平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚓⚓⚓⚓⚓⚓⚓⚓⚓⚓⚓⚓年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度 会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計別別別別別別別別別別別別予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算規規規規規規規規規規規規平成⚒⚓年度　会計別予算規模模模模模模模模模模模模模

平成⚒⚓年度

予予予予予予予予予予予予 算算算算算算算算算算算算 編編編編編編編編編編編編 成成成成成成成成成成成成 方方方方方方方方方方方方予 算 編 成 方 針針針針針針針針針針針針針

歳入総額
252億3,600万円

100％

市税
113億5,220万7千円

45.0%

市税
113億5,220万7千円

45.0%

国庫支出金
34億8,592万1千円

13.8%

国庫支出金
34億8,592万1千円

13.8%

市債
28億2,750万円
11.2%

市債
28億2,750万円
11.2%

地方交付税
16億6,000万円
6.6%

地方交付税
16億6,000万円
6.6%

使用料および手数料
4億8,162万8千円
1.9%

使用料および手数料
4億8,162万8千円
1.9%

その他
11億4,271万円
4.5%

その他
11億4,271万円
4.5%

都支出金
31億2,839万3千円

12.4%

都支出金
31億2,839万3千円

12.4%

交付金等
11億5,764万1千円
4.6%

交付金等
11億5,764万1千円
4.6%

歳出総額
252億3,600万円

100％

民生費
107億8,062万1千円

42.7%

民生費
107億8,062万1千円

42.7%

土木費
19億7,480万2千円

7.8%

土木費
19億7,480万2千円

7.8%

衛生費
21億1,073万8千円

8.4%

衛生費
21億1,073万8千円

8.4%

総務費
27億1,396万5千円

10.7%

総務費
27億1,396万5千円

10.7%

消防費
11億4,670万2千円

4.5%

消防費
11億4,670万2千円

4.5%
その他
5億1,531万2千円
2.1%

その他
5億1,531万2千円
2.1%

公債費
26億1,895万6千円

10.4%

公債費
26億1,895万6千円

10.4%

教育費
33億7,490万4千円

13.4%

教育費
33億7,490万4千円

13.4%

歳出総額
252億3,600万円

100％ 義務的経費
132億1,245万円

52.4%

義務的経費
132億1,245万円

52.4%

その他経費
94億1,841万1千円

37.3%

その他経費
94億1,841万1千円

37.3%

その他
1億9,561万7千円
0.8%

その他
1億9,561万7千円
0.8%

物件費
36億6,647万8千円

14.5%

物件費
36億6,647万8千円

14.5%

普通建設事業費
26億513万9千円

10.3%

普通建設事業費
26億513万9千円

10.3%

投資的経費
26億513万9千円

10.3%

投資的経費
26億513万9千円

10.3%

人件費
51億9,554万6千円

20.6%

人件費
51億9,554万6千円

20.6%

扶助費
53億9,861万円
21.4%

扶助費
53億9,861万円
21.4%

補助費等
28億8,044万円
11.4%

補助費等
28億8,044万円
11.4%

繰出金
26億7,587万6千円

10.6%

繰出金
26億7,587万6千円

10.6%

公債費
26億1,829万4千円

10.4%

公債費
26億1,829万4千円

10.4%

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳　 　 入入入入入入入入入入入入入

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳　 　 出出出出出出出出出出出出出

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 出出出出出出出出出出出出出（（（（（（（（（（（（（ 性性性性性性性性性性性性 質質質質質質質質質質質質 別別別別別別別別別別別別性 質 別 ）））））））））））））
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過　広報こまえ　平成 ２３ 年（２０１１ 年）３ 月 １５ 日

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちがががががががががががががががががががががつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ととととととととととととととととととととと緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑のののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち「私たちがつくる水と緑のまち」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主ななななななななななななななななななななな取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組を実現するための主な取り組みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
　第３次基本構想に掲げた将来都市像「私たちがつくる水と緑の
まち」を実現するため、前期基本計画の方向性のもと、各種事業
を展開します。
　ここでは、第３次基本構想の施策項目に基づき、前期基本計画
に属する事業を分類し、新たに取り組む事業や充実を図る事業に
ついて紹介します。

子育て支援課新規むいからで遊ぼう
２５２３年度

　市民団体と協働して子育て中の親子とその家族が集まれる場を
提供し、子どもの遊びや市民の交流を支援する。 ０２２年度

２５増減額

健康支援課拡充健康増進
６，０５８２３年度　生活習慣病の予防と健康の維持・増進および運動の動機付けを

図るため、運動指導が必要な者および身体機能の低下が認められ
る者に対し、体力チェックと運動処方によるトレーニング指導を
実施する。２３年度からは健康増進室を月曜日も開放する。

４，３１５２２年度

１，７４３増減額

健康支援課拡充母子保健事業関係費
７４，７６９２３年度　妊産婦や乳幼児に対する健診や保健指導、育児教室などを行い、

健康の保持および増進を支援する。２３年度は妊産婦から子育て中
の母親を対象にした個別の心理相談事業を新たに実施する。

７６，４９２２２年度
△１，７２３増減額

健康支援課拡充がん検診
５０，４５０２３年度　市民の健康保持および増進を図るため、がん検診を実施する。

２３年度は集団がん検診の枠を拡大する。また、女性特有のがんに
ついては、特定の年齢に達した女性に対し、検診手帳等を配布し、
がん検診の受診促進を図る（健康診査から組み替え）。

０２２年度

５０，４５０増減額

健康支援課拡充定期予防接種
１３９，７７５２３年度　疾病予防に効果のあるワクチン接種で、疾病の発生およびまん

延を予防し、市民の健康の保持および増進を図る。２３年度はヒブ
ワクチン接種（２３年２月から開始）、小児用肺炎球菌ワクチン接種、
子宮頸がんワクチン接種の一部公費負担を新たに実施する。

６６，２８５２２年度

７３，４９０増減額

児童青少年課
管財課拡充保育園維持管理費

４８４，９８１２３年度　計画的に保育園舎の耐震補強、改修および改築を行う（駒井保
育園改築工事実施設計、駄倉保育園耐震補強および増築工事基本
設計）。また、新設保育園誘致に向け、運営法人選定委員会を設置す
る。

４９９，４６４２２年度

△１４，４８３増減額

５．子育て・福祉・健康づくり　　　　　　　　（単位：千円）

子育て支援課新規子育てサイト事業
１０，７７２２３年度　子育て情報を必要とする人の視点から狛江市の行政情報や身近

で子育てに役立つ民間情報等を幅広く提供するため、子育て専用
サイトを開設し、子育て支援の推進を図る。

０２２年度
１０，７７２増減額

地域活性課拡充消費経済対策費
４，９９２２３年度　市民の主体的かつ合理的な消費生活を支援するため、消費生活

相談時間を拡大し、消費生活相談員の実務能力向上のため、研修
参加についても積極的に行う。

４，２８８２２年度
７０４増減額

地域活性課拡充不況・雇用対策事業
１２４２３年度　厳しい雇用・就業情勢が続く現状に対応するため、国・都等の

関係機関と連携しながら、就職活動を支援する各種セミナーを開
催し、雇用の安定化を図る。２３年度は、就職活動支援セミナーを
４回に増やして実施する。

２５２２年度

９９増減額

７．産業・消費生活　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

地域活性課新規観光マップ作成
２，２５８２３年度　狛江の名所旧跡や景勝地である多摩川、また「絵手紙発祥の地

－狛江」を目的に訪れる来訪者に対して、見どころの紹介のみな
らず公衆トイレ・バス停・飲食店等を含めた総合的な観光マップ
を作成し配布する。

０２２年度

２，２５８増減額

指導室拡充不登校対策支援
１０，８２２２３年度　不登校傾向にある児童生徒の学校復帰を目指し、専門教育相談

員を学校に派遣する。各学校の実情に応じたきめ細かい相談活動
を実施する。２３年度は、スクールソーシャルワーカーの派遣回数
を増やす（学校派遣心理相談員を教育相談関係費に組み替え）。

１５，２９４２２年度

△４，４７２増減額

指導室拡充教育研究推進
７，８４７２３年度　教育課題等に対する実践的研究を行い、学校教育の質的向上を

図る。また、人権教育・道徳教育の充実に努めるとともに２３年度
は第五小学校でＩＣＴ教育の推進に取り組む。

７，００９２２年度
８３８増減額

６．教育・文化　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

指導室拡充講師派遣
９，５５７２３年度　各学校の個に応じた指導の工夫改善に対応するため、非常勤講

師を配置する。ティーム・ティーチングや少人数指導および小学
校における教科担任制を推進し、指導効果を高める。２３年度は小
学校低学年に音楽講師を配置し、芸術教育の充実を図る。

７，００８２２年度

２，５４９増減額

学校教育課
管財課拡充中学校給食費
９７，５３１２３年度　成長期にある生徒の健全な心身発達のため、ボックスランチ方式

の給食を実施し、喫食率向上に向けた取り組みを進める。準備委員
会を立ち上げ、給食センター開設の基本計画作成に着手する。

８６，４２４２２年度
１１，１０７増減額

指導室拡充情報教育推進費
５３，３１５２３年度　児童生徒がコンピュータに親しみ、ＩＣＴ活用能力を育成する

ための学習指導が充実するよう情報機器の環境整備を図る。２３年
度は緊急雇用創出事業補助金を活用して支援員を配置し、ＩＣＴ
教育推進の支援やデジタルコンテンツ等を積極的に活用する。

４７，８６５２２年度

５，４５０増減額

児童青少年課拡充放課後子ども教室推進事業
２３，１２４２３年度　放課後等に小学校施設を開放し、安心・安全な遊び場を確保し、

集団での遊びや異年齢交流による児童の健全育成を図る。第三小
学校では三季休業中のフリープレイを開始する。

２３，８２４２２年度
△７００増減額

地域活性課拡充音楽の街－狛江推進関係費
５，３８０２３年度　「音楽の街」をキーワードに、市民とともに文化・芸術活動の

醸成を図る。２３年度は、市民まつりの開催に併せた駅前ライブ拡
大版、福祉施設等への出張コンサート、国際交流協会との連携に
よるコンサート等を実施する。

１０，７８６２２年度
△５，４０６増減額

社会教育課新規総合型地域スポーツクラブ
５００２３年度

　多世代が、身近な地域でスポーツに親しむために設立された総
合型地域スポーツクラブの育成、支援のための助成を行う。 ０２２年度

５００増減額
社会教育課
管財課拡充体育施設維持管理費
５０２，２６６２３年度

　体育施設に係わる修繕等の維持管理を行う。２３年度は元和泉テ
ニスコートの用地取得を行う。 ６，８４６２２年度

４９５，４２０増減額

管財課拡充既存施設改修工事（小学校・中学校）

８４８，４６１２３年度　学校施設の環境整備や安全確保のため、計画的に校舎・屋内運
動場の耐震工事等を行う。猛暑による児童生徒への影響を考え、
２年計画で普通教室に空調設備を整備する（二中屋内運動場等改
築工事、三・四中屋内運動場耐震補強工事、一小および一・二中
普通教室空調設備整備工事、他）。

８４２，３２０２２年度

６，１４１増減額

地域活性課拡充絵手紙発祥の地推進関係費
２，５３５２３年度　絵手紙を通じた市民文化の振興と地域の活性化を図る。絵手紙

教室などの充実を図ることで、市民が絵手紙に接する機会を増や
す。２３年度は、庁舎内に１基、屋外に２基の絵手紙掲示板を設置
し、市内外に対して絵手紙のさらなるＰＲおよび普及を図る。

１，５９３２２年度

９４２増減額

政策室拡充市民参加と市民協働に関する審議会関係費
１，３２３２３年度　「狛江市の市民参加と市民協働の推進に関する基本条例」に基づ

き、行政活動に対し市民参加の手続きと市民協働の推進を図る。
２３年度は条例の見直しを、集中的に審議する。

１，１７６２２年度
１４７増減額

１．まちづくりの原則　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

管財課新規駅前三角地複合施設整備
１１，４８１２３年度

　狛江駅前の三角地に市民活動支援センターなどの複合施設建設
のための基本設計を行う。 ０２２年度

１１，４８１増減額

政策室拡充男女平等施策推進
４５９２３年度「狛江市男女共同参画推進計画」に掲げている事業や理念を推進

し、男女共同参画社会の実現を目指す。２３年度は計画推進委員会
を設置し、男女共同参画推進フォーラムを実施する。

１４５２２年度
３１４増減額

２．行財政運営　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
政策室拡充行政評価関係費

６８９２３年度　市民の視点に立った成果重視の市政運営を行うため、施策評価
と事務事業評価からなる行政評価を行うとともに、有識者や市民、
市職員参加の委員会による外部評価を行う。２３年度以降は施策評
価の基礎資料となる市民アンケートを実施する。

１９４２２年度

４９５増減額

環境管理課新規多摩川河川敷活用事業
２６９２３年度　庁内検討委員会を設置し、関係各課の横断的連携・協力体制の

もと、多摩川河川敷のごみ放置や騒音、悪臭等の問題の対応策や、
多摩川河川敷の活用策等、多摩川に関連する問題を検討する。

０２２年度
２６９増減額

３．自然・環境　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

環境管理課新規緑の実態調査
６，６８４２３年度　既存の緑地現況に関する基礎調査のデータ分析とともに、大学

と連携し、専門家による現地調査や市民参加による緑地整備体験、
市民意識調査等を行う。

０２２年度
６，６８４増減額

都市整備課新規清水川整備事業
１０，５２５２３年度　市民が身近で緑に親しめるよう整備していくことで、緑のネッ

トワークの形成を図るとともに、緑化推進にも寄与していく。２３
年度は市民意見を取り入れ、実施設計を行う。

０２２年度
１０，５２５増減額

清掃課拡充不燃ごみ、資源物、粗大ごみ処理費
２３３，１３４２３年度　資源物の分別徹底を図り、ごみの減量と資源の再利用を推進して

資源循環型都市の実現を目指す。２３年度は、焼却処理していた濡れ
古布の再資源化を実施し、さらなる資源化率の向上を図る。

２３０，５８８２２年度
２，５４６増減額

管財課新規公共施設の環境設備設置指針及びユニバーサルデザイン
整備プログラム作成事業

１９，９５０２３年度　公共施設の環境設備とユニバーサルデザインの現状と課題を調
査し、これからの公共施設に求められる地球環境への対応やユニ
バーサルデザインにより、市民サービスの向上が図れるよう整備
プログラムを作成する。

０２２年度

１９，９５０増減額

都市整備課新規住宅改修資金助成
５，０００２３年度

　居住環境の向上および改修工事を促すことにより地域経済の活
性化を図るため、住宅改修工事に係る経費の一部を助成する。 ０２２年度

５，０００増減額

４．都市基盤　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

安心安全課新規（仮称）安心安全条例検討委員会関係費
８０８２３年度　市民との協働で取り組んできた安心安全のまちづくりをさらに

発展させるため、総合的な安心安全の基本条例を策定するための
検討委員会を設置する。

０２２年度
８０８増減額

環境管理課新規路上喫煙禁止事業
７，８３２２３年度

　市民参加による地域美化の推進の観点から路上喫煙禁止条例策
定委員会を設置し、条例化を検討する。 ０２２年度

７，８３２増減額

安心安全課
管財課拡充災害対策関係費

５０，１９８２３年度　災害対策用資機材の備蓄や維持管理、訓練等を行い、災害時の
対応能力の向上を図り、防災意識の普及啓発活動等を実施する。
水防倉庫の新設や避難所特設電話の設置など災害時における備え
の充実を図る。

２６，０８５２２年度

２４，１１３増減額
福祉サービス
支援室新規災害時要援護者避難支援事業

１０２２３年度　高齢者、障がい者等災害時に独自では安全な避難が困難で、避難
生活には何らかの支障が生じやすい要援護者に、迅速かつ的確に避
難ができるよう地域で支援を受けられる体制を整備する。

０２２年度
１０２増減額
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れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　

犯
罪
や
事
故
等
の
撲
滅
に
向
け
、

市
民
の
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
安
心
安
全
な
狛
江
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
内
在
住
・

１８

在
学
・
在
勤
者

〔
募
集
人
員
〕
３
人
以
内

〔
任
期
〕
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

〔
会
議
〕
２
カ
月
に
１
回
程
度
（
平

日
午
後
３
時
～
５
時
ご
ろ
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
捷
ま
で
に
、
作
文
「
応
募
の
動

２８機
」（
様
式
自
由
）
を
８
０
０
字
以
内

に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
、
お
よ
び
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
安
心
安
全
課
へ
。

 　
　

歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
料
に

６５
一
定
期
間
以
上
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付

を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
２
年
を
過
ぎ
る
と
時

３
月
の
日
曜
・
夜
間
納
税
窓

口
～
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
～

狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協
議

会
市
民
委
員
募
集

介
護
保
険
料
の
滞
納
と
給
付

制
限

効
に
よ
り
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
、
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
は
長
期
化
す
る
こ
と
も
多
い

た
め
、
い
ざ
介
護
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
に
高
額
な
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
、
介
護
保
険
料
の
滞
納
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

生
活
困
難
等
で
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

■
滞
納
１
年
以
上
（
償
還
払
い
化
）

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
全
額
を
い
っ

た
ん
自
己
負
担
し
、
保
険
料
を
支
払

う
申
請
を
さ
れ
た
後
に
、
保
険
給
付

費
（
９
割
分
）
を
支
給
し
ま
す
。

■
滞
納
１
年
６
カ
月
以
上
（
給
付
差

し
止
め
）

　

償
還
払
い
化
さ
れ
た
保
険
給
付
費

の
支
給
を
、
保
険
料
が
全
額
支
払
わ

れ
る
ま
で
差
し
止
め
ま
す
。

■
滞
納
２
年
以
上
（
給
付
額
減
額
）

　

滞
納
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付
費

を
９
割
か
ら
７
割
に
減
額
し
、
自
己

負
担
分
を
３
割
に
引
き
上
げ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
支
援
課
介
護

保
険
係

 
恭
第
５
回
狛
江
市
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設
準
備
委
員
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
昇
午
後
７
時
か

２２

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
案
件
〕
運
営
団
体
の
募
集
・
選
考

方
法
に
つ
い
て
、
他

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

▽体育館の１区分
区　　　分

小学校　午後６時３０分～９時
授業日

中学校　午後７時～９時
午前９時～１１時１５分

休日・休業日
午前１１時２５分～午後１時４０分
午後１時５０分～４時５分
午後４時１５分～６時３０分
午後６時４５分～９時

■使用料
使用料（注１、注２）施設名・室名
６００円（３００円）音楽室第一小学校

６００円（３００円）特別活動室第三小学校

２００円（１００円）会議室

和泉小学校 ７００円（３５０円）多目的スペース

７００円（３５０円）多目的プレールーム

７００円（３５０円）多目的スペース
緑野小学校

４００円（２００円）第二音楽室

４００円（２００円）和室第一中学校

▽特別教室等の１区分
区　　　分

午前９時～正午

特別教室等 午後１時～５時

午後６時～９時

学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設使使使使使使使使使使使使使使使使使用用用用用用用用用用用用用用用用用料料料料料料料料料料料料料料料料料ががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決まままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままししししししししししししししししし学校施設使用料が決まりましたたたたたたたたたたたたたたたたたた

体育館・校庭

〔〔問い合わせ〕社会教育課社会教育問い合わせ〕社会教育課社会教育係係

緑野小学校多目的スペース 第三小学校特別活動室

第一小学校体育館 和泉小学校校庭

■使用料
使用料（注１、注２）施設名

１区分につき　１，４００円（７００円）体育館
１時間につき　１，２００円（４００円）校　庭

※社会教育関係団体登録をしている団体は、上記金額の半額となり
ます。

４月利用分
から適用

注１　主に高校生以下の者で構成される団体（指導者以外は高校生以下）が使用する時
は、カッコ内の金額となります。
注２　市内在住の小・中学生（監督、コーチその他教育委員会が認めるものを除き５分
の４以上）で構成されている団体が使用する場合は使用料が免除されます。

▽校庭の１区分
区　　　分利用月

午前８時～午後６時、１区分２時間４月～８月
休日・
休業日

午前８時～午後４時、１区分２時間１１月～１月
午前８時～午後５時、１区分２時間
※午後４時～５時は、１区分１時間とする。

９月～１０月
２月～３月
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市
立
保
育
園
全
６
園
で
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
に
掛
け
て
、

２３

２７

耐
震
お
よ
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を

順
次
行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
工
事

期
間
中
に
お
け
る
保
育
場
所
と
し
て

全
６
園
が
順
次
使
用
す
る
仮
園
舎
を

建
設
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
昇
か
ら
仮
園
舎
で
の
保

２２

育
を
開
始
し
ま
す
。
近
隣
や
通
行
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
送
迎
に
よ
る
自

転
車
や
自
動
車
な
ど
の
増
加
に
よ
り

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
青
少
年
課
保

育
係

仮
園
舎
完
成
の
お
知
ら
せ

市
立
保
育
園

〔所在地〕東和泉一丁目３２番２１号

　

仕
事
や
親
の
体
調
不
良
、
冠
婚
葬

祭
出
席
の
た
め
、
病
気
の
子
ど
も
の

面
倒
が
見
ら
れ
な
い
時
は
、
狛
江
す

こ
や
か
病
児
保
育
室
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〔
利
用
で
き
る
方
〕
次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童

▽
野
澤
医
院
に
て
診
察
の
上
、
病
児

保
育
室
に
入
室
可
能
と
認
め
た
児
童

▽
病
児
保
育
室
に
事
前
に
利
用
登
録

し
て
い
る
方

〔
利
用
登
録
〕
病
児
保
育
室
ま
た
は

子
育
て
支
援
課
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
登
録
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。

※
未
登
録
で
緊
急
に
利
用
し
た
い
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
開
室
日
・
利
用
時
間
〕
▽
月
～
金

曜
日　

午
前
８
時
～
午
後
６
時
▽
土

曜
日　

午
前
８
時
～
午
後
２
時
（
土

曜
日
の
利
用
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
）

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（　
１２

月　

日
～
１
月
３
日
）
は
お
休
み
。

２９
お
盆
な
ど
長
期
で
休
む
場
合
あ
り
。

〔
利
用
で
き
る
病
種
〕
医
師
が
利
用

可
能
と
判
断
し
た
疾
病
（
感
冒
、
扁

桃
腺
炎
、
下
痢
、
感
染
症
予
後
、
手

術
後
の
養
生
、
そ
の
他
）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
は
し
か
な
ど

感
染
力
の
強
い
病
種
は
利
用
で
き
な

い
場
合
あ
り
。

〔
利
用
料
金
〕
１
日
２
埀
０
０
０
円

（
現
金
の
み
）

※
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
利
用
料
を
助
成
し
ま

す
。
利
用
登
録
を
す
る
際
に
、
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

▽
狛
江
す
こ
や
か
病
児
保
育
室

〔
所
在
地
〕
猪
方
３
們　

們　

（
野

１８

１０

澤
医
院
内
）
察
（
３
４
８
９
）
２
５

５
７
※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
の
み
察

０
９
０
（
８
３
０
７
）
３
６
３
５

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
育
て
支
援
課
企

画
支
援
係

狛
江
す
こ
や
か
病
児
保
育
室
の

　
　
　
　
　

登
録
は
年
度
初
め
に
！

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

２０

２１

２７

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
～
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

察
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵

第
三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
～
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
方

１５

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

察
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

小

児

初

期

救

急

平

日

夜

間

診

療

休

日

診

療

○
ひ
ま
わ
り（
東
京
都
医
療
機
関

案
内
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

 

http://w
w
w
.him
aw

ari.m
etro.tokyo.jp/

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

察
♯
７
１
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

HP

　

時
間

２４医
療
機
関
案
内

　

狂
犬
病
は
発
病
後
、
ほ
ぼ
１
０
０

％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

集
合
注
射
会
場
ま
た
は
動
物
病
院

で
、
毎
年
１
回
必
ず
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
生
後　

日
以
上
の
飼
い
犬

９０

は
一
生
に
一
度
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
だ
お
済
み
で
な
い

場
合
は
、
集
合
注
射

会
場
ま
た
は
市
民
課

で
登
録
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
（
登
録

手
数
料
３
埀
０
０
０

円
）。

　

動
物
病
院
で
接
種

を
受
け
た
場
合
は
、

注
射
済
票
の
交
付
申

請
を
市
民
課
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
集
合
注
射
で
の
注

意
事
項

▽
犬
の
体
を
清
潔
に

し
て
犬
を
制
御
で
き

る
方
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
犬
同
士
や
人
に
対
す
る
咬
傷
等
の

ト
ラ
ブ
ル
は
飼
い
主
の
責
任
と
な
り

ま
す
。

▽
妊
娠
・
発
熱
等
、
犬
の
健
康
状
態

に
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
引
き
綱
は
丈
夫
な
鎖
等
を
使
用
し
、

首
輪
か
ら
抜
け
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
犬
の
ふ
ん
を
始
末
す
る
袋
等
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
４
月
４
日
捷
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
９
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

２１母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
４
月　

日
昭
受
付
時
間
は

１４

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
３
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

２０母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
食
育
料
理
教
室
「
取
り
分
け
離
乳

食
」

〔
日
時
〕
４
月　

日
昇
午
前　

時　

１９

１０

３０

分
～
正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後
６
～
８
カ
月

児
の
保
護
者
※
保
育
あ
り
〔
定
員
〕

先
着　

人
〔
メ
ニ
ュ
ー
〕
豆
ご
飯
・

１０

魚
バ
ー
グ
・
菜
の
花
の
辛
し
和
え
・

ポ
ト
フ
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
布
巾
・
筆
記
用
具
〔
参
加
費
〕

５
０
０
円
（
材
料
・
資
料
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

 
■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

〔
日
時
〕
３
月　

日
晶
午
前
９
時　

２５

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
助
成
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

〔
対
象
〕
市
内
に
住
所
を
有
す
る
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
、
生

活
保
護
受
給
世
帯
に
属
す
る
方
、
中

国
残
留
邦
人
等
自
立
支
援
法
の
適
用

を
受
け
て
い
る
方
〔
持
ち
物
〕
領
収

書
・
予
防
接
種
済
証
・
印
鑑

〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月　
３１

日
昭
ま
で
に
、
健
康
支
援
課
健
康
推

進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
で
、
高
齢

７０

７４

受
給
者
証
に
「
２
割
（
平
成　

年
３

２３

月　

日
ま
で
は
１
割
）」と
記
載
さ
れ

３１
て
い
る
方
は
、
平
成　

年
３
月　

日

２４

３１

ま
で
の
医
療
費
が
１
割
負
担
の
ま
ま
、

１
年
間
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
は
、「
１
割
」
と
記

載
し
て
い
る
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

（
３
月
下
旬
に
送
付
）
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
ま
で
の
高
齢
受
給
者
証

は
細
か
く
切
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

※
負
担
割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
に

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
見
直
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
保
険

年
金
係

■平成２３年度　狂犬病予防集合注射日程
料　金会　　場時　間日　程

３，５５０円
（内訳）
注射３，０００円
済票　５５０円

市役所前市民ひろば
（和泉本町１－１）

午前１０時
～１１時

４月４日捷

岩戸八幡神社
（岩戸南２－８）４月５日昇

白幡菅原神社
（猪方２－４）４月６日昌

伊豆美神社
（中和泉３－２０）４月７日昭

いなげや狛江東野川店
駐車場
（東野川３－１）

４月８日晶

※他市の集合注射会場で注射を受けることはできません。
※雨天決行
※犬の死亡や、犬の所有者変更、市内転居などがあったとき
は届け出が必要です。
※登録をしている方には、予防注射のお知らせ・予診票を送
付します。必ずお持ちください。

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

C
C

C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
の
医
療
費
が

７０

７４
１
割
負
担
の
ま
ま
据
え
置
き
に

平成２３年度

狂犬病予防

集合注射
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v
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■
組
成
分
析
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ờ
日
時
Ở
⚓
月　

日
昇
午
前
⚙
時
か

⚒⚙

ら
⚒
時
間
程
度
ờ
会
場
Ở
ビ
ン
・
缶

リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ồờ
内
容
Ở

燃
え
る
ご
み
の

中
身
を
調
べ
ま

す
ờ
持
ち
物
Ở

タ
オ
ル
・
長
靴

※
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
清
掃
課

■
古
布
再
生
ủ
古
い
帯
で
バ
ỽ
グ
を

作
ろ
う
Ứ

ờ
日
時
Ở
⚓
月　

日
昇
午
前　

時
Ỗ

⚒⚙

⚑⚐

午
後
⚔
時
ờ
会
場
Ở
ビ
ン
・
缶
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ồ
ờ
定
員
Ở
⚖
人

ờ
持
ち
物
Ở
帯
ớ
ほ
ど
い
た
物
Ờ・
シ

Ỿ
ツ
ま
た
は
ブ
ラ
ウ
ス
ớ
裏
布
Ờ・
筆

記
用
具
・
裁
縫
道
具
・
は
さ
み
・
ミ

シ
ン
糸
※
布
は
必
ず
古
布
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
ờ
参
加
費
Ở
⚕
⚐
⚐
円

ớ
材
料
代
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở　

日
⚑⚘

晶
か
ら
清
掃
課
へ
Ố

 
■
平
成　

年
度
国
税
専
門
官

⚒⚓

ờ
対
象
Ở
▽
昭
和　

年
⚔
月
⚒
日
か

⚕⚗

ら
平
成
⚒
年
⚔
月
⚑
日
生
ま
れ
の
方

▽
平
成
⚒
年
⚔
月
⚒
日
以
降
生
ま
れ

で
ỏ
大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
人

事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
方
ỏ
お
よ
び
⚓
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
見
込
み
の
方
ờ
内
容
Ở
国
税
局

や
税
務
署
に
て
ỏ
法
律
・
経
済
・
会

計
な
ど
の
知
識
を
駆
使
し
ỏ
租
税
収

入
を
確
保
す
る
事
務
を
行
い
ま
す

ờ
試
験
日
Ở
▽
第
⚑
次　

⚖
月　

日
⚑⚒

掌
▽
第
⚒
次　

⚗
月　

日
昇
か
ら　

⚑⚙

⚒⚖

日
昇
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚔
月

　

日
昭
ま
で
に
ỏ
武
蔵
府
中
税
務
署

⚑⚔察
⚐
⚔
⚒
ớ
⚓
⚖
⚒
Ờ
⚔
⚗
⚑
⚑
へ
Ố

■
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
お

よ
び
社
会
参
加
活
動
事
例
Ỗ
高
齢
期

に
お
け
る
生
活
の
参
考
に
Ỗ

ờ
推
薦
対
象
Ở
▽
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ

イ
フ
実
践
者　

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず

自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由

で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
実
践
し

て
い
る
高
齢
者
▽
社
会
参
加
活
動　

積
極
的
な
活
動
を
通
じ
て
社
会
と
の

か
か
わ
り
を
持
ち
ỏ
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
ỳ
て
い
る
ỏ
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
を
中
心
に
構
成
し
て

⚖⚕い
る
グ
ル
ồ
プ
等
※
詳
し
く
は
ホ
ồ

ム
ペ
ồ
ジ
ớhttp://w

w
w
8.ca

        
 
 
     

o.go.jp/kourei/kou-kei/

                       h  23   -a    

geless.htm

          

l  
Ờ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ờ
申
し
込
み
Ở
⚓
月　

日
昌
か
ら　

⚑⚖

⚒⚕

日
晶
ま
で
に
ỏ
活
動
内
容
な
ど
が
分

か
る
書
類
を
介
護
支
援
課
高
齢
者
支

援
係
へ
Ố
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
内
閣
府
高
齢
社
会

対
策
担
当
察
ớ
⚓
⚕
⚘
⚑
Ờ
⚙
⚒
⚖

⚘
 

■
市
民
総
合
体
育
館
・
個
人
開
放
お

休
み
の
お
知
ら
せ

　

⚔
月
⚒
日
松
の
市
民
総
合
体
育

館
・
個
人
開
放
ớ
卓
球
・
ビ
ồ
チ
ボ

ồ
ル
・
バ
ス
ケ
ỽ
ト
ボ
ồ
ル
Ờ
は
ỏ

全
国
私
立
高
校
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
大
会

の
た
め
お
休
み
し
ま
す
Ố
ご
了
承
く

だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
市
民
総
合
体
育
館

察
ớ
⚓
⚔
⚓
⚐
Ờ
⚑
⚑
⚔
⚑

 
脅
西
河
原
公
民
館 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ
⚓
⚒
⚐
⚑

■
男
性
限
定
講
座
ủ
パ
パ
と
遊
ぼ
う

ớ
木
の
お
も
ち
Ỵ
体
験
ỜỨ　

ờ
日

時
Ở⚓
月　

日
松
午
前　

時
Ỗ
正
午
・

⚒⚖

⚑⚐

午
後
⚑
時
Ỗ
⚓
時
※
入
室
自
由
ờ
対

象
Ở
市
内
在
住
の
小
学
校
低
学
年
ま

で
の
子
ど
も
と
男
性
保
護
者
の
ペ
ア

ờ
講
師
Ở
一
星
陽
子
さ
ん
ớ
お
も
ち

Ỵ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ồ
Ờ

脅
中
央
公
民
館 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚔
⚔
⚑
⚑

■
女
性
問
題
講
座
⚒
⚐
⚑
⚐　
ờ
日

時
Ở
⚓
月　

日
松
午
前　

時
Ỗ
正
午

⚒⚖

⚑⚐

ờ
対
象
Ở
成
人
ờ
定
員
Ở
約　

人
※

⚓⚐

保
育
あ
り
ờ
内
容
Ở
講
演
会
ủ
主
婦

パ
ồ
ト
タ
イ
マ
ồ　

非
正
規
雇
用
Ỗ

そ
の
現
状
と
問
題
の
解
決
Ứ
お
よ
び

交
流
会
ờ
講
師
Ở
岸
松
江
さ
ん
ớ
弁

護
士
Ờờ
申
し
込
み
Ở　

日
昌
午
前
⚙

⚑⚖

時
か
ら

 
脅
南
部
地
域
セ
ン
タ
ồ 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ
⚒
⚑
⚕
⚐

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
ờ
日
時
Ở⚓

月　

日
晶
午
後
⚓
時　

分
か
ら
ờ
対

⚑⚘

⚓⚐

象
Ở
幼
児
Ỗ
小
学
校
低
学
年
ờ
絵
本
Ở

ふ
き
ま
ん
ぶ
く
ờ
お
は

な
し
Ở
め
ん
ど
り
ヒ
ル

ダ
の
た
ん
じ
Ỷ
う
び

ờ
折
り
紙
Ở
シ
Ỿ
ツ

 
■
⚓
月　

日
昭
Ỗ　

日
昌
ủ
飲
酒
運

⚑⚗

⚒⚓

転
さ
せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
Ỿ
ン
ペ

ồ
ン
Ứ

　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
Ố
失
う
の

は
ỏ
被
害
者
の
ủ
大
切
な
命
Ứ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

▽
お
酒
を
飲
ん
だ
ら

運
転
し
な
い

▽
お
酒
を
飲
ん
だ
人

に
は
運
転
さ
せ
な

い
・
車
を
貸
さ
な
い

▽
運
転
す
る
人
に
は
ỏ
お
酒
を
出
さ

な
い
・
勧
め
な
い

　

こ
れ
ら
を
徹
底
し
ỏ
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
安
心
安
全
課

■
ủ
音
楽
の
街
倆
狛
江
Ứ
ロ
ゴ
マ
ồ

ク
愛
称
Ỗ
た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
Ỗ

　

市
内
外
か
ら
合
計
⚑
⚑
⚓
点
の

ủ
音
楽
の
街
倆
狛
江
Ứ
ロ
ゴ
マ
ồ
ク

愛
称
の
応
募
が
あ
り
ỏ
現
在
ỏ
選
考

を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

選
考
結
果
に
つ

い
て
は
ỏ
商
標
登

録
の
手
続
き
が
完

了
後
ỏ
発
表
し
ま
す
Ố

　

す
て
き
な
愛
称
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ỏ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
狛
江
市
文
化
振
興

事
業
団
察
ớ
⚓
⚔
⚓
⚐
Ờ
⚔
⚑
⚐
⚖

■
フ
Ỹ
ミ
リ
ồ
・
サ
ポ
ồ
ト
・
セ
ン

タ
ồ
事
業
説
明
会

ờ
日
時
Ở
⚓
月　

日
晶
午
前　

時　

⚑⚘

⚑⚐

⚓⚐

分
Ỗ
正
午
ờ
会
場
Ở
和
泉
児
童
館
※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
ờ
内
容
Ở
子

育
て
の
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
方

ớ
利
用
会
員
Ờ
と
お
手
伝
い
し
た
い

方
ớ
サ
ポ
ồ
ト
会
員
Ờ
が
ỏ
地
域
の

中
で
相
互
に
助
け
合
い
な
が
ら
子
育

て
を
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
活
動

の
説
明
会
Ố
利
用
会
員
希
望
者
は
説

明
会
へ
の
参
加
が
ỏ
サ
ポ
ồ
ト
会
員

希
望
者
は
説
明
会
と
講
習
会
へ
の
参

加
が
必
要
で
す
※
⚑
歳
以
上
の
託
児

あ
り
ớ
要
予
約
ỜỐ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
フ
Ỹ

ミ
リ
ồ
・
サ
ポ
ồ
ト
・
セ
ン
タ
ồ
察

ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ
⚑
⚕
⚘
⚗
ớ
火
Ỗ
土

曜
日
午
前　

時
Ỗ
午
後
⚖
時
Ờ
へ
Ố

⚑⚐

 
■
第
⚔
回
狛
江
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
勉
強
会

ờ
日
時
Ở
⚓
月　

日
晶
午
後
⚖
時　

⚒⚕

⚓⚐

分
Ỗ
⚘
時
ờ
会
場
Ở
狛
江
市
役
所
小

田
急
線
高
架
下
分
室
⚑
⚐
⚓
・
⚑
⚐

⚔
会
議
室
※
車
い
す
で
の
来
場
も
可

能
ờ
内
容
Ở
障
が
い
当
事
者
の
方
に

体
験
談
を
話
し
て
も
ら
い
ま
す
ờ
講

師
Ở
黒
川
常
治
さ
ん
ớ
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ồ
リ
ヒ
ト
非
常
勤
職
員
Ờ

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
福
祉
サ
ồ
ビ
ス
支

援
室
総
合
調
整
担
当

ờ
時
間
Ở
午
前　

時
Ỗ
午
後
⚓
時

⚑⚐

ớ
催
し
物
は
午
前　

時
Ỗ
午
後
⚒

⚑⚑

時　

分
Ờ

⚓⚐
※
雨
天
翌
日
Ố
土
・
日
曜
日
と
も

に
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま

す
Ố

ờ
昔
の
遊
び
Ở
▽
主
屋　

折
り
紙

飛
行
機
作
り
ỏ
紙
相
撲
ỏ
お
手
玉

な
ど
▽
園
庭　

竹
と
ん
ぼ
ỏ
け
ん

玉
な
ど

ờ
出
店
Ở
綿
菓
子
ỏ
飲
み
物
ớ
無

く
な
り
次
第
終
了
Ờỏ手
作
り
竹
細

工
ỏ
針
金
細
工
ỏ
あ
め
細
工
な
ど

ờ
催
し
物
Ở

お
は
や
し

と
獅
子
舞
ỏ

ハ
ồ
モ
ニ

カ
演
奏
ỏ

手
品
な
ど

※
駐
車
場

は
利
用
で

き
ま
せ
ん
Ố

ờ
会
場
・
問
い
合
わ
せ
Ở
む
い
か

ら
民
家
園
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ
⚘
⚙

⚘
⚑
ớ
水
・
木
曜
日
は
休
園
Ờ

　

今
年
度
ỏ
絵
手
紙
教
室
に
は
ỏ

⚑
埀
⚐
⚐
⚐
人
を
超
え
る
方
々
が

参
加
し
ỏ
楽
し
ま
れ
ま
し
た
Ố

　

絵
手
紙
教
室
の
様
子
や
ỏ
参
加

者
の
絵
手
紙
作
品
な
ど
を
展
示
し

ま
す
Ố
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ờ
日
程
Ở
⚓
月　
⚑⚗

日
昭
Ỗ　

日
昌

⚓⚐

ờ
会
場
Ở
市
役
所

⚒
階
ロ
ビ
ồ

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở

ủ
絵
手
紙
発
祥
の

地
倆
狛
江
Ứ
実
行

委
員
会
事
務
局

ớ
地
域
活
性
課
市

民
文
化
係
Ờ

む
い
か
ら
民
家
園
桜
ま
つ
り

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ市役所ロビーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙　　　絵手紙展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

おはやしと獅子舞

昔なつかしい景色が広がるむいから民家園へ
ぜひお越しください

⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔
月月月月月月月月月月
⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒
日日日日日日日日日日

⚔
月
⚒
日
㈯㈯㈯㈯㈯㈯㈯㈯㈯㈯㈯おはやしと獅子舞

絵手紙は誰でも気軽に始められます

分別は正しくできていますか

飲酒運転の根絶
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以　下　は　広　告　枠　で　す

http://www.ecorma-hall.jp/

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後７時
まで（電話予約でも取り扱っています）。小田急ＯＸ狛江店宝くじ売り場
でも、ロビーコンサート以外のチケットを取り扱っています。

■気軽に低価格で楽しむロビーイベント
～若い演奏家たちを応援しよう～
〔日時〕３月１８日晶午後１時３０分開演
〔チケット〕全席自由　１，０００円（コーヒー
付き）※４歳以上から入場可
〔出演〕桐朋オーケストラ・アカデミーパ
ーカッション・アンサンブル「Monty＋α」
〔曲目〕ビートルズ：イマジン、マンシーニ：ムーンリバー、
ジョプリン：エンターテイナー、ラヴェル：道化師の朝の歌、他

■どのような高座になるかこうご期待！
第１５回　春風亭小朝　独演会
〔日時〕４月８日晶午後６時３０分開演
〔チケット〕全席指定　３，０００円※未就学児はご遠
慮ください。

■懐かしいロシア民謡の数々を本場ロシア女性トリオ「カチュ
ーシャ」とオーボエの名手が送る～ロシ
ア民謡と歌曲の世界～
〔日時〕５月２６日昭午後２時開演
〔チケット〕全席指定　３，０００円※未就学
児はご遠慮ください。
〔曲目〕トロイカ、ともしび、赤いサラ
ファン、一週間、カリンカ、他

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
察
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

ヨ

イ

ホ

ー

ル

好評発売中 ※いずれの公演も託児サービスあり
（有料・２歳以上・要予約）

M

O

N

P

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
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学
校
教
育
課
の
仕
事
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
委
員
会
の
組
織

を
支
え
る
仕
事
や
学
校
の
裏
方

と
い
っ
た
仕
事
で
す
。

　

教
育
委
員
会
の
会
議
に
関
す

る
事
務
や
学
校
の
維
持
管
理
、

学
校
予
算
の
取
り
ま
と
め
、
学

校
図
書
館
や
学
校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
と
。
ま
た
、
教
育

委
員
会
は
、
行
政
委
員
会
と
い

っ
て
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
教
育
長
の

秘
書
や
教
育
委
員
会

に
い
る
市
職
員
の
人

事
管
理
と
い
っ
た
こ

と
も
重
要
な
仕
事
の

一
部
で
す
。
こ
の
仕

事
を
教
育
庶
務
係
が

担
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校

に
通
う（「
就
学
」と
言
い
ま
す
）

た
め
の
、
い
わ
ば
屋
台
骨
を
成

す
仕
事
で
す
。

　

就
学
通
知
の
発
送
や
就
学
時

健
診
な
ど
の
就
学
事
務
、
就
学

に
つ
い
て
の
不
安
を
相
談
す
る

就
学
相
談
、
ま
た
、
就
学
援
助

な
ど
の
教
育
扶
助
、
教
科
書
を

配
る
仕
事
（
教
科
書
給
付
）
や

ク
ラ
ス
編
成
の
届
け
出
（
学
級

編
成
）、
保
健
や
給
食
、
通
学
路

の
こ
と
、
通
常
学
級
に
通
う
特

別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の

支
援
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

仕
事
を
学
事
給
食
係
が
担
っ
て

い
ま
す
。

　

学
校
教
育
課
の
仕
事
に
は
、

嘱
託
や
臨
時
を
含
め　

人
近
い

９０

職
員
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
職
員
や
周
り
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
、
何
と
か
課

長
の
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
の

が
、
私
、
学
校
教
育
課
長
の
上

田
で
す
。

　

時
に
は
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ

る
。
ケ
ン
カ
を
し
て
も
、
い
が

み
合
わ
な
い
。
ど
ん
な
に
大
変

で
も
、
明
る
く
楽
し
く
仕
事
を

し
た
い
と
い
う
の
が
私
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
。
な
か
な
か
、
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
が
（
笑
）

学校教育課

者
や
交
通
等
に
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
域
が
安
心
し
て
生

活
で
き
安
全
な
と
こ
ろ
だ
と
喜
ば

れ
る
こ
と
を
願
い
、
ま
た
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

（
地
域
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
団

体
紹
介
は
、
今
回
で
終
了
で
す
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

防
犯
和
泉
支
部

　

防
犯
和
泉
支
部
の
範
囲
は
、
中

和
泉
一
～
三
丁
目
、
和
泉
本
町
一

丁
目
、
三
丁
目
の
一
部
、
元
和
泉

一
・
二
丁
目
の
一
部
で
す
。

　

か
な
り
広
域
の
た
め
、
各
地
区

の
連
絡
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
多

々
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
過
去

に
３
回
ほ
ど
町
会
を
作
る
呼
び
掛

け
が
あ
り
ま
し
た
が
、
区
域
分
け

な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
同
意
が
得

ら
れ
ず
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
開
発
等
で
軒
数
が
増
加

し
、
近
隣
の
防
犯
、
防
災
、
防
火

等
に
対
し
て
周
知
が
で
き
て
い
る

か
、
月
１
回
の
定
例
会
と
年
１
回

の
定
期
総
会
で
、
各
地
区
か
ら
問

題
提
起
さ
れ
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
始
ま

り
、
各
地
区
の
協
力
の
下
、
小
・

中
学
校
の
登
下
校
に
際
し
て
警
戒

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
学
童
の
笑

顔
の
あ
い
さ
つ
、
言
葉
の
触
れ
合

い
は
、
何
に
も
ま
し
て
心
身
の
疲

れ
を
癒
や
し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
で
出
会
っ
た
方
と
声

を
掛
け
合
い
、
近
隣
の
方
々
と
融

和
の
話
を
広
げ
て
い
ま
す
。
年
末

に
は
、
三
日
間
特
別
歳
末
警
戒
を

夜
間
に
行
い
、
警
戒
と
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
中
は
、
特
に
不
審

防犯和泉支部の方々

市
内
で
活
躍
す
る

地
域
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
紹

地
域
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
紹
介介
硬

上田智弘学校教育課長

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介コココココココココココココココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ各課業務紹介コーナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
～課長からのメッセージ～ 境

脅
和
泉
児
童
館 

察
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
ガ
チ
で
逃
走
中　
〔
日
時
〕３
月

　

日
昌
午
後
４
時
～
５
時　

分

２３

３０

〔
対
象
〕
小
学
校
４
年
生
～
高
校

生
〔
会
場
〕
西
河
原
公
園
（
雨
天

決
行
）
※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　
〔
日
程
〕

３
月　

日
昌
〔
対
象
・
時
間
〕
▽

３０

小
学
校
４
～
６
年
生
・
午
後
２
時

～
３
時
▽
小
学
校
１
～
３
年
生
・

午
後
３
時
～
４
時
※
６
～
７
人
の

チ
ー
ム
を
作
り
登
録
し
ま
す
〔
会

場
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

■
さ
ん
ぽ
に
い
こ
う　
〔
日
時
〕４

月
６
日
昌
午
前　

時
～
午
後
１
時

１１

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
〔
会
場
〕

西
河
原
公
園
（
雨
天
時
は
西
河
原

公
民
館
）
※
直
接
現
地
に
お
越
し

だ
さ
い
。

脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
映
画
会　
〔
日
時
〕３
月　

日
昭

１７

午
後
３
時
～
５
時
〔
対
象
〕
小
学

生
※
内
容
は
お
楽
し
み
に
。

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

察
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
は
い
は
い
ク
ラ
ブ
・
よ
ち
よ
ち

ク
ラ
ブ
・
と
っ
と
こ
ク
ラ
ブ　
〔
日

程
・
対
象
〕
▽
月
１
回
月
曜
日　

は
い
は
い
ク
ラ
ブ
（
は
い
は
い
か

ら
つ
か
ま
り
立
ち
の
子
ど
も
）、と

っ
と
こ
ク
ラ
ブ
（
２
歳
以
上
の
子

ど
も
）
▽
月
１
回
火
曜
日　

よ
ち

よ
ち
ク
ラ
ブ
（
１

歳
す
ぎ
か
ら
２
歳

ま
で
の
子
ど
も
）

〔
時
間
〕
午
前　
１０

時　

分
～　

時　

分
〔
内
容
〕
発

３０

１１

３０

達
に
応
じ
た
親
子
遊
び
や
保
護
者

の
交
流
、
誕
生
会
な
ど
〔
申
し
込

み
〕
３
月　

日
昇
か
ら
※
詳
し
く

２２

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育子育てててててててててててててててててててててて
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４
月　

日
日
は
、
東
京
都
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

１０

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
都
政
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙

で
す
。
あ
な
た
の
意
見
や
主
張
を
都
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
貴
重
な

一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 
▽
出
産
や
病
気
な
ど
で
、
投
票
日
に

不
在
者
投
票
所
に
指
定
さ
れ
た
病
院

等
に
入
院
し
て
い
る
方

▽
仕
事
等
で
狛
江
市
以
外
の
場
所
に

い
て
、
市
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
す
る
方

▽
投
票
日
に　

歳
に
な
る
が
、
期
日

２０

前
投
票
の
日
に
は
ま
だ　

歳
の
方

１９

 
▽
指
定
病
院
等
で
行
う
場
合

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
等
に

入
院
し
て
い
る
方
は
、
病
院
長
等
に

申
し
出
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽
出
張
先
、
旅
行
先
で
行
う
場
合

　

投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い

る
場
合
は
裏
面
の
「
宣
誓
書
兼
請
求

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便

な
ど
で
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
が
手
元
に
届

い
て
い
な
い
場
合
は
、
宣
誓
書
（
登

録
先
の
住
所
、
送
付
先
の
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
投
票
日
に
投
票
所

へ
行
け
な
い
理
由
）
を
添
え
て
投
票

用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

滞
在
先
へ
投
票
用
紙
等
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
方
法
は
郵
便
等
に
日

数
を
要
す
る
た
め
、
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

 　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
方
、
あ
る
い
は
介
護
保
険

不
在
者
投
票
の
で
き

不
在
者
投
票
の
で
き
るる

方方不
在
者
投
票
の
方

不
在
者
投
票
の
方
法法

●
郵
便
投

●
郵
便
投
票票

!

#

"

$

%%%

%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

の
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
郵
便
に
よ
り
自
宅
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
便
投
票
証
明
書
を
交
付
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 　

目
の
不
自
由
な
方
や
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
は
、
係
員
が
投
票
の
秘

密
を
守
り
、
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

 　

世
帯
ご
と
に
封
書
で
発
送
し
ま
す

の
で
、
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
は
、
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
、

ま
た
は
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投
票

で
き
ま
す
。
直
接
投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

 　

候
補
者
の
氏
名
、
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
選
挙
公
報
は
、
各
世
帯
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。
各
地
域
セ
ン
タ

ー
、
市
立
保
育
園
等
公
共
施
設
に
も

備
え
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は

各
投
票
区
ご
と
に
７
〜
８
カ
所
、
市

内
１
０
４
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。

 　

４
月　

日
掌
午
後
９
時
か
ら
市
民

１０

総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　

選
挙
権
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
自
由
に
参
観
で
き
ま
す
が
、

●
代
理
投
票
・
点

●
代
理
投
票
・
点
字字

投投
票票
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●
入
場
整
理

●
入
場
整
理
券券
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●
選
挙
公

●
選
挙
公
報報
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●
開
●
開　

票票
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駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
の
市
民
総
合
体
育
館

は
全
館
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
開
票
状
況
の

問
い
合
わ
せ
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

　

狛
江
市
開
票
区
の
開
票
結
果
は
、

市
役
所
正
面
玄
関
に
掲
示
し
ま
す
。

 　

午
後
８
時
以
降
は
、
市
役
所
へ
の

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

 　

慶
岸
寺
幼
稚
園
か
ら
狛
江
市
役
所

小
田
急
線
高
架
下
分
室
へ
変
更
し
ま

す
。
第　

投
票
区
（
岩
戸
北
三
丁
目

１４

１
〜　

番
、
岩
戸
北
四
丁
目
全
域
）

１４

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
お
願

●
お
願
いい
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●●
第第　

投
票
所
の

投
票
所
の
場場

１４１４

所
変
所
変
更更
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駄倉
保育園
駄倉
保育園

いちょう通り

岩戸北三丁目
交番交番

慶岸寺幼稚園慶岸寺幼稚園
岩戸北四丁目岩戸北四丁目

第14投票区第14投票区

世田谷
通り

二
ノ
橋
通
り

松場通り

ふれ
あい
側道

ふれ
あい
側道

狛江市役所小田急線高架下分室狛江市役所小田急線高架下分室

狛江市役所狛江市役所

狛江駅

小田
急線

喜多見駅喜多見駅（和泉本町１－２－34）

 　

平
成
３
年
４
月　

日
以
前
に
生
ま

１１

れ
た
方
で
、
平
成　

年　

月　

日
ま

２２

１２

２３

で
に
狛
江
市
に
転
入
届
を
出
し
、
引

き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

 　

２
月　

日
捷
ま
で
に
転
居
の
届
け

２８

出
を
し
た
方
は
、
新
住
所
地
の
投
票

●
投
票
で
き
る

●
投
票
で
き
る
方方
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狛
江
市
内
で
転
居
し

狛
江
市
内
で
転
居
し
たた

方方

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
前
住
所

地
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
市
民
課
で
引
き
続

き
東
京
都
内
に
居
住
し
て
い
る
旨
の

証
明
書「
住
民
票
の
写
し（
選
挙
用
）」

の
交
付
（
無
料
）
を
受
け
、
前
住
所

地
の
投
票
所
へ
持
参
し
、
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

 　

狛
江
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
、
平
成　

年　

月　

日
以

２２

１２

２３

降
に
東
京
都
の
他
区
市
町
村
へ
転
出

（
１
回
の
移
転
に
限
る
）
し
た
方
は
、

狛
江
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
転
出
先
の
区
市
町

村
で
引
き
続
き
東
京
都
内
に
居
住
し

て
い
る
旨
の
証
明
書
「
住
民
票
の
写

し
（
選
挙
用
）」
の
交
付
（
無
料
）
を

受
け
、
狛
江
市
の
投
票
区
の
投
票
所

へ
持
参
し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
前
・
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
も
、
こ
の
証
明
書
が
必
要

で
す
。

 　

狛
江
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
も
、
東
京
都
以
外
へ
転
出

し
た
方
や
東
京
都
内
で
２
回
以
上
住

所
を
移
し
て
い
る
方
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

狛
江
市
か
ら
都
内
へ

狛
江
市
か
ら
都
内
へ
転転

出
し
た

出
し
た
方方

●
投
票
で
き
な
い

●
投
票
で
き
な
い
方方
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投
票
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
等

で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
が
、
投
票

日
の
前
に
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

 
〔
日
程
〕
３
月　

日
晶
か
ら
４
月
９

２５

日
松
ま
で
の
毎
日

〔
時
間
〕
午
前
８
時　

分
〜
午
後
８

３０

時〔
会
場
〕
市
役
所
３
階
第
一
委
員
会

室※
狛
江
市
以
外
の
場
所
で
不
在
者
投

票
を
す
る
方
は
、
投
票
す
る
場
所
の

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 　

期
日
前
投
票
を
行
う
日
に
選
挙
権

の
あ
る
方

 　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る

方
は
、
裏
面
の
「
宣
誓
書
兼
請
求
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
・

●
期
日
前
投
票
・
不不

在
者
投

在
者
投
票票
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期
日
前
投
票
・
不
在

期
日
前
投
票
・
不
在
者者

投
票
の
期
間
と
場

投
票
の
期
間
と
場
所所

期
日
前
投
票
の
で
き

期
日
前
投
票
の
で
き
るる

方方期
日
前
投
票
の
方

期
日
前
投
票
の
方
法法

所
で
投
票
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
降

に
届
け
出
を
し
た
方
は
、
前
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 　

平
成　

年　

月　

日
以
降
に
、
東

２２

１２

２４

京
都
の
他
の
区
市
町
村
か
ら
狛
江
市

に
転
入
し
た
方
は
、
狛
江
市
で
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
が
、
前
住
所
地
が
東

京
都
内
（
１
回
の
移
転
に
限
る
）
で

あ
り
、
そ
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名

狛
江
市
に
都
内
か
ら

狛
江
市
に
都
内
か
ら
転転

入
し
た

入
し
た
方方

投
票
時

投
票
時
間間

午
前
７
時
〜
午
後
８

　
　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時時

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

月　

日
日
はははははははははははははははははははははははははははははは

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００００００００００１０
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
ののののののののののののののののののののののののののののの
投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票

　

東
京
都
知
事
選
挙
の
投
票
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
はははははははははははははははははははははははははははははは

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
のののののののののののののののののののののののののののののの
投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

あなたの投票は未来への一票


